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名

誉

教

授

田

上

穣

治

先

生

著

作

目

録

昭
和
大

牢

(

一

九
三

一

年
)

一

九
三

〇
年
度
海
外
政
治

事
情

-
独
逸

申
立

期
間
経
過
後
の

当

選
効
力
に

関
す
る

異
議
追
加
申
立

書
の

効
力

理

由
を

示
さ

ざ

る

議
員
取
消
処
分
の

効
力

一
日

程
変
更
動
議
の

賛
成
の

存
在

-
(

判
例
批
評
)

国
税
徴
収
法
に

依
る

滞
納
処
分
と

賃
貸
借
(

判
例
批
評
)

収
賄
罪
の

成
立

と

職
務
関
係

1
市
町

村

吏
員
の

収
賄
罪
と

指
揮
監
督
者
の

許
可

-
(

判
例
批
評
)

村
会
に

於
て

形
式
的
に

処
分
を

決
議
し

た

る

村
有
基
本
金
の

横
領
(

判

例
批
評
)

選
挙
会
終
了
後
に

於
け
る

投
票
の

偽
造
又

ほ

交
換
(

判
例
批
評
)

訴
願
香
に

於
け
る

年
齢
の

記
載
(

判
例
批
評
)

国
家
学
会

建
議

国
家
学
会
姫
誌

国
家
学
会
建
誌

国
家
学
会
建
誌

国
家
学
会
薙
誌

国
家
学
会
建
議

国
家
学
会
建
誌

第
四
五

巻
第

一

号

第
四

五

巻
第
三

号

第
四

五

巻
第
四

号

第
四
五

巻

第
五

号

第
四

五

巻
第
六

号

第
四

五

巻
第
六

号

第
四

五

巻
第
八

号

国
家
学
会
雄
誌

第
四

五

巻
第

一

〇
号

J 4 β

意
法
に

於
け
る

法
律
の

意
義

議
事
規
則
よ

り

見
た

る

我
が

議
会
制
度

国
家
学
会
娃
誌

第
四

五

巻
第

一

二

号

第
四

六

巻
第

一

至
三

号

法
学
協
会
碓
誌

第
四

九
巻
第

一

号

昭
和
七

年
(

一

九
三
二

年
)

⊥

九
三

一

年
海
外
政
治
事
情

-
独
退

府
県
令
と

信

教
行
為
の

制
限

-
罰
則
を

定
め

た

る

府

県
令
と

其
の

効
力

ー
(

判

例
批
評
)

市
制
町

村
制

施
行
規

則
に

違
反
し
た

る

選
挙
の

効
力
(

判
例
批
評
)

レ

ー

ダ
ェ

ン

シ

ュ

タ

イ
ン

｢

憲
法
変
更
の

諸
形
式
+

(

紹
介
)

公
吏
の

賠
償
責
任
の

性
質
(

判
例
研
究
)

国
家
学
会
碓
誌

第
四

六

巻
第

一

号

国
家
学
会
薙
誌

第
四

六

巻
第
三

号

国
家
学
会
購
読

第
四

六

巻
第
四

号

国
家
学
会
建
議

第
四

六

巻
第
五

号

国
家
学
会
凝
議

農
四

六

番
第
+

ハ

号



｢

( 1 49 ) 名誉教授 田上 穣治先 生 著作目録

昭
和
八

年
(

一

九
三

三

年
)

木
材
川
下
に

対

す
る

許
可
の

意
義
(

判
例
批
評
)

一

九
三
二

年
度
海
外
政
治
事
情

-
独
逸

フ

リ

ー

ド

リ
ヒ

ス

｢

警
察
行
政
法
+

(

一

九
三
二

年
)

(

紹

介
)

事
業
上

必

要
な

限
定
の

認
定
(

判
例
批
評
)

シ

ュ

､

､

､

ッ

ト

｢

合
法

性
と

正

当
性
+

(

一

九
三

三

年
)

(

紹
介
)

プ
ロ

イ
セ

ン

警
察
法
制
の

概
要

清
水
澄
博
士

著
｢

逐

条
帝
国
憲
法
講
義
+

(

書
評
)

昭
和
九
年
(

一

九
三

四

年
)

自
由
権
の

本
質

ハ

メ

ル

｢

領
土
の

本
質
+

(

一

九
三

二

年
)

(

紹
介
)

過
納
税
金
額
返
還
請
求
権
の

性
質
(

判
例
批
評
)

地

方
税
営
業
税
を

課
せ

ら
る
ぺ

き

営
業

-
営
業
場
の

意
義

-
(

判
例
批
評
)

ヘ

ー

ン

｢

国
法
学
的
思
惟
の

変
化
+

(

一

九
三

四

年
)

(

紹
介
)

原
通
帳
に

依
る

貯
金
払
出
の

効
力

ー
郵
便
貯
金
迭
第
十

一

条
の

趣
旨

-
(

判
例
批
評
)

憲
法
解
釈
の

自
然
法
的
色

彩

国
家
学
会
建
議

国
家

学
会
建
議

国
家
学
会
建
誌

国
家
学
会
建
誌

国
家
学
会
雄
藩

第
四

七

巻
第

一

号

第
四
七

巻
第

一

号

第
四
七

巻
第
二

号

第
四

七

巻
第
七

号

第
四

七

巻
第
七

号

東
京
商
科
大
学
研

究
年
報
｢

法
学
研
究
二
+

東
京
商
科
大
学
研
究
年
報

｢

法
学
研
究
二
+

美
濃
部
教
授
還
暦
記
念
｢

公
法
学
の

諸
問
題
第

一

巻
+

国
家
学
会
雑
誌

国
家
学
会
薙
諸

国
家
学
会
碓
諸

国
家
学
会
雅
諸

国
家
学
会
妊
詩

第
四

八

巻
第
二

号

第
四

八

巻
第
三

号

第
四

八

巻
第
七

号

第
四

八

巻
第

一

〇
号

第
四

八

巻
第

一

一

号

東
京
商
科
大
学
研
究
年
報

｢

法
学
研
究
三
+

昭

和
一

〇
年
(

一

九
三

五

年
)

法
学
通
論
講
義
案

公
法
絹

道
路
敷
地
の

明
渡
請
求
(

判
例
批
評
)

訴
訟
係
属
中
の

課
税
取
消

-
訴
訟
費
用
の

負
担
(

判
例
批
評
)

電
話
専
用
物
件
の

賦
課
免
除

-
電
話
法
の

通
用
範
囲
(

判
例
批
評
)

国
家
学
会
雑
誌

第
四

九
巷
第
七

号

国
家
学
会
准
誌

第
四

九

巻
第

一

〇
号

(

u
U

国
家
学
会
鯉
誌

第
四

九

巻
第

一

二

号

』



一 橋論叢 第六 十 五 巻 第 一 号 (1 5 0)

公
法
人
の

意
義

法
権
回

収
を

顧
み

て

昭
和

〓
年
(

一

九
三

六

年
)

水
車
設
置
と

慣
行
に

よ

る

水
利
権
侵
害
の

有
無
(

判
例
批
評
)

ケ
ー

ラ

ー

｢

独

過
行
政
法
+

(

紹
介
)

地

方
自
治
の

問
題

公
企
業
の

特
許

昭
和

〓
一

年
(

一

九
三

七

年
)

行
政
法
講
義
奏

上

行
政
事
件
に

関
す
る

仏
法
と

独
法
と

の

対
立

-
殊
に

公
物
の

概
念
に

つ

い

て

ー

帰
属
不

明
の

無
効
投

票
と

補
充
当
選
人
の

決
定
(

判
例
研
究
)

郵
便
貯
金
払
戻
と

局

員
の

注
意
義
務
(

判
例
研
究
)

同
族
会
社
の

社
員
に

対
す
る

戸
数
割
(

判
例
研
究
)

実
用
新
案
権
の

実
施
と

警
察

禁
止

(

判
例
研
究
)

営
業
名
義
の
■
貸
与

-
法
令
の

誤
記

-
(

判
例
研
究
)

路
線
認
定
の

性
質
(

判
例
研
究
)

歳
出
の

遠
染
と

戸
数
割
の

賦

課
(

判
例
研
究
)

戸
数
割
の

賦
課
の

遵
法
(

判
例
研
究
)

量
器
製
作
業
免
許
出
願
人
の

地

位
の

承
継
(

判
例
研
究
)

差
押
の

違
法
と

訴
願
期
間
の

徒
過
(

判
例
研
究
)

公
企
業
の

概
念

欧
州
に

於
け

る

主
権
の

観
念

法
学
新
報

第
四

五

巻
第
二

号

甜
†
⊥

一

橋
新
聞

第
二

〇
九
号

国
家
学
会
凝
議

第
五

〇
巻
第
四

号

国
家
学
会
姓
誌

第
五

〇
巻
第
六

号

法
律
時
報

第
八

巻
第

一

〇
号

法
学
新
報

第
四

六

巻
第
五

号

国
家
学
会
建
議

国
家
学
会
建
諸

国
家
学
会
楚
誌

国
家
学
会
碓
誌

国
家

学
会
雄
誌

国
家
学
会
雅
諸

国
家
学

会
建
諸

国
家
学
会
姓
諸

国
家
学
会
薙
誌

国
家
学
会
建
諸

国
家
学
会
建
議

江
草
重

患

第
五

一

巻
第

一

号

第
五

一

巻
第
二

号

第
五

一

巻
第
二

号

第
五

一

巻
第
四

号

第
五

一

巻
第
五

号

第
五

一

巻
第
五

号

第
五

一

巻
第
六

号

第
五

一

巻
第
六

号

第
五

一

巻
第
九

号

第
五

一

巻
第

一

〇
号

第
五

一

巻
第

一

■
○
号

公
法

薙
誌

第
三

巻
第

一

号

法
学
新
報

第
四
七

巻
第
九

号



( 15 1) 名 誉教授田 上穣 治先 生著作 目録

昭
和

〓
ニ

年
(

一

九
三

八

年
)

軍
事
行
政
法

警
察
法

制
と

法
治
主
義

仏
国
判
例
よ

り

見
た
る

自
由
裁
量
の

限
界

■
会
社
の

利
益
配
当
の

時
期
(

判
例
研
究
)

鉱
業
権
移
転
の

仮
登
録

-
鉱
業
出
願
の

優
先
権

-
(

判
例
研
究
)

煙
草
小

売
人
の

指
定
不

継
続
の

告

知
(

判
例
研
究
)

フ
ユ

ー

ラ

ー

の

地

位

無
効
な

る

滞
納
処
分
と

出
訴
期
間
の

徒
過
(

判

例
研
究
)

収
用
裁
決
申
請
通

知
書
の

到
達
の

有
無
(

判
例
研
究
)

投
票
用
紙
に

押
捺
せ

る

印

章
と

投
票
の

効
力
(

判
例
研
究
)

県
会
議
員
の

支
給
さ

れ

た

る

費
用
弁
償
の

性
質
(

判
例
研
究
)

フ

ラ
ン

ク

｢

ド

イ
ツ

行
政
法
+

(

書
評

)

協
同
体
理

念
に

よ

る

法
治
主
義
の

修
正

｢

行
政
法
五
+

(

新
法
律
学
全
集
第
六

巻
)

日

本
評
論
社

野
村
教
授
還
暦
祝
賀
｢

公

法
政

治
論
集
+

佐
々

木
惣

一

博
士
還
暦
記
念
論
文
集
｢

憲
法
及
行
政
法
の

諸
問
題
+

国
家

学
会
雄
誌

国
家
学
会
凍
誌

国
家
学
会
購
諸

国
家
学
会
雑
誌

国
家
学
会
雄
誌

国
家
学
会
建
議

国
家
学
会
雑
誌

国
家
学
会
姓

誌

第
五

二

巻
第
三

号

第
五
二

巻
第
五

号

第
五
二

巻
第
五

号

第
五
二

巻
第
六

号

第
五
二

巻
第

一

〇

号

第
五

二

巷
第

一

〇
号

第
五

二

巻
第

一

〇
号

第
五

二

巻
第

一

一

号

一

橋
論
叢

第
一

巻
第
二

号

一

橋
論
叢

第
二

巻
第
四

号

昭
和

一

四

年
(

一

九
三

九
年
)

行
政
法

上
巻
(

法
律
学
全
書
第
二

巻
)

行
政
法

下
巻
(

法
律
学
全
書
第
三

巻
)

行
政
法
講
義
案

下
巻

行
政
訴
訟
と

公
売
公
告
通

知
書
の

金
額
の

訂
正

(

判
例
研
究
)

法
定
期
間
経
過
後
の

督
促

-
差
押
調
書
の

記
載
事
項

-
(

判
例
研
究
)

年
度
末
に

於
け

る

税
法
の

制
定
(

判
例
研
究
)

協
同
体
理

念
に

よ

る

法
治
主
義
の

修
正

国
家
学
会
建
議

国
家
学
会
凍
誌

国
家
学
会
雑
誌

三

笠
書
房

三

笠
書
房

江

草
重
患

第
五
三

巻
第

一

一

号

第
五
三

巻
第

一

二

号

第
五

三

巻
第

一

二

号

一

.

⊥

｢

文
化
諸
科
学
学
会
展
望
第

一

編
+

乃



一 橋論叢 第六 十 五 巻 第 一

号 ( 15 2)

美

濃
部
達
吉
著
｢

行
政
刑
法
概
論
+

(

書
評
)

独
過
新
兵
役
浩
の

特
色

地

方
自
治
の

意
義

昭
和

一

五

年
(

一

九
四

〇

年
)

代
位
に

よ

る

相
続
登
記
と

不

動
産
差
押
の

効
力
(

判
例
研
究
)

家
屋
賃
貸
価
格
の

算
定
(

判
例
研
究
)

受
益

者
負
港
金
の

請
求
(

判
例
研
究
)

当
選
訴
訟
に

於
け
る

審
理
(

判
例
研
究
)

法
治
行
政
と

市
政
法
体
系

大
石
義
雄
氏

｢

国
民
投
票
制
皮
の

研
究
+

(

書
評
)

虜
辺
博
士
→
行
政
法
に

於
け
る

全
体
と

個
人
+

(

紹
介
)

｢

公
法
年
報

-
ド

イ

ツ

一
策
二

五

巻
+

(

書
評
)

公
法
関
係
の

意
義

宗
教
団
体

染
に

関
す
る

若
干
の

問
題

独
遠
軽
済
法
の

発
展

一

橋
論
叢

第
四

巷
第

一

号

甜
一

⊥

一

橋
論
叢
■
第
四

巻
第
二

号

東
京
商
科
大
学

研
究
年
報

｢

法
学
研
究
四
+

国
家
学
会
維
誌

国
家
学
会
凝
議

国
家
学
会
凝
誌

国
家
学
会
庶
諸

国
家
学
会
凍
話

法
律
時
報

第
五

四

巻
第
二

号

第
五

四

巻
第
二

号

第
五

四

巻
第
三

号

第
五

四

巻
第
三

号

第
五

四

巻
第
八

号

第
一

二

巻
第

一

号

法
律
時
報

第
一

二

巻
第

一

二

号

一

橋
論
叢

第
五

巻
第
三

号

一

橋
論

叢

第
六

巻
第
五

号

法
学
新
報

第
五

〇
巻
第
三

号

一

橋
新
聞

第
三

〇
〇
号

/

昭
和

〓
(

年
(

一

九
四

一

年
)

許
可
な

き

制
限
外
課
税
の

違
法
は

事
後
の

戸
数
割
総
額
の

減
額
に

よ

り

適
法
と

な
る

か

(

判
例
研
究
)

優
先
株
の

優
先
権
撤
廃
の

た

め
に

す
る

特
別
交
付
金
の

性
質
(

判
例
研
究
)

郵
便
発
送
と

到
達
の

推
定

-
見
積
価
蒋
に

達
せ

ざ

る

入

札
公
売
の

違
法

-
(

判
例
研
究
)

滞
納
処
分
に

於
け
る

家

屋
差
押
の

効
力
(

判
例
研
究
)

境
界
査
定
処
分
の

意

義
(

判
例
研
究
)

裁
決
書
謄
本
交
付
の

迅
速
と

収
用
裁
決
の

当
否

-
補
償
の

申
立
な

き

場
合
と

裁
決
の

要
香

-
(

判
例
研
究
)

国
家
学
会
姫
諸

国
家
学
会
雑
誌

国
家
学
会
雑
誌

国
家
学
会
楚
誌

国
家
学

会
凝
議

国
家
学
会

弟
誌

第
五

五

巷
第
二

号

第
五

五

巻
第
二

号

第
五
五

巻
第
三

号

第
五
五

巻
第
四

号

第
五

五

巻
第
四

号

第
五

五

巻
第
五

号



(1 5 3) 名 誉教授 田 上壌治先 生著作 目録

訴
願
裁
決
の

既
判
力
の

範
囲
(

判
例
研
究
)

現
に

土

地
を

収
用
又
は

使
用
し

得
る

事
業
用
地
の

認
定
権

-
借
家
人

立

退
に

よ

る

損
失
補
償
(

判
例
研
究
)

退
職
慰
労
金
の

性
質
(

判
例
研
究
)

公
法
単
に

於
け
る

統
制
法
の

課
題

公
法
関
係
の

意
義

柳
瀬
良
幹
著
｢

行
政
法
の

基
礎
理

論

H
肖
+

(

書
評
)

警
察
法
の

歴
史
的
習
俗
的
性
格

竹
中
竜
雄

著
｢

都
市
行
政
刷
新
論
+

(

書

評
)

国
家
学
会

薙
誌

第
五

五

巻
第
六

号

国
家
学
会
建
誌

第
五

五

巻
第
九
号

国
家
学
会
凍
誌

第
五

五

巻
第

一

二

号

統
制
経
済

第
三

巻
第
五

号

｢

文
化
諸
科
学
学
界
展
望

第
三

編
+

一

橋
論
叢

第
八

巻
第

一

号

一

橋
論
叢

第
八

巻
第
四

号

一

橋
論
叢

第
八

巻
第
五

号

宗
教
統
制
法
の

意
義
及
び

限
界

昭
和

一

七
年
(

一

九
四
二

年
)

行
政
法
概
論

法
の

本
質
と

悪
法

法
律
に

よ
る

行
政

戸
数
制
の

資
力

算
定
標
準
と

軍
人
従
軍
中
の

賞
与

(

判
例
研
究
)

県
知
事
の

委
任
に

よ
る

県
属
の

処
分
と

訴
願
の

捷
起
(

判
例
研
究

)

区
の

技
師
と

公

務
員
(

判
例
研
究
)

訴
願
な

き

町

税
の

賦
課
取

消
の

裁
決
(

判
例
研
究
)

刑
の

執
行
猶
予
期
間
満
了

後
の

公
民
権
(

判
例
研
究
)

非
常
大
権
に

つ

い

て

警
察
法
の

歴
史
的
習
俗
的
性
椿

｢

行
政
裁
判
所
五

〇
年
史
+

(

書
評
)

昭

和
一

八

年
(

一

九
四
三

年
)

東
京
商
科
大
学
研
究
年
報
｢

法
学
研
究
五
+

国
家
学
会
姓
誌

国
家
学
会
建
議

国
家
草
会

建
議

国
家
学
会
碓

諸

国
家
学
会

建
詩

有
斐
閣

有
斐
閣

有
斐
閣

第
五

六

巻
第
四

号

第
五

六

巻
第
五

号

第
五

六

巻
第
五

号

第
五

六

巻
第
七

号

第
五

六

巻
第
八

号

国
家
学
会
碓
誌

第
五

六

巻
第

一

一

号

｢

文
化

諸
科
学
学
界
展
望
第
四

編
+

一

橋
論
叢

第
九
巷
第
二

号

J 5 3



一

橋 論叢 第六 十 五 巻 第
一 号 ( 15 4)

軍
人

恩
給
法
の

常
務
と

屯
田

兵
条
例
の

公

務
(

判
例
研
究
)

宮
沢
俊
義
著

｢

憲
法
略
説
+

(

書
評

)

佐
藤
丑

次
郎
著

｢

逐
条
帝
国
憲
法
講
義
+

(

書

評
)

立
法
事
項
に

つ

い

て

暫
定
的
現
行
法
と

し

て

の

東
亜
共
栄
圏
の

憲
法

上
･

下

昭

和
一

九
年
(

一

九
四
四

年
)

地

方
制
度
改
革
の

動
向

昭
和
〓

一

年
(

一

九
四

六

年
)

自
由
権

･

自
治
権
及
び
自
然
法

昭
和
二

〓

年
(

一

九
四

七

年
)

行
政
裁
判

所
の

廃
止
の

意
義

人
民
の

自
由
を

保
障
-
-
過
渡
期
に

お

け

る

行
政
法

1

昭
和
〓

三

年
(

一

九
四

八

年
)

行
政
法
講
義

新
乗
法
概
論

新
憲
法
に

お

け
る

行
政
争
訟
の
一

形
態

行
政
訴
訟
に

つ

い

て

(

座

談
会
)

憲
法
H
I

四
(

新
法
学
講

座
)

英
米
に

於
け

る

行
政
法

国
家
学
会
凝
議

一

橋
論
叢

一

橋
論
叢

法
学
新
報

帝
国
大
学
新
聞

第
五

七

巻
第
二

号

由
一

⊥

第
一

一

巻
第

一

号

第
一

二

巻
第
三

号

第
五

三

巻
第

一

一

号

九
七

一

室
九
七
二

号

一

橋
論
叢

第
一

三

巻
第
三

号

有
斐
閣

一

橋
論
叢

第
一

八

巻
第
二

号

帝
国
大
草
新
聞

一

〇
一

七

号

表
現
社

春
秋
社

法
律
新
報

七

四
五

法

律
新
報

七
五

〇

法
律
新
報
七

五

〇
､

七

五
二

､

七
五

三
､

七

五

五

法
学
新
報

第
五

五

巻
第
五

号



( 1 55 ) 名誉教授 田上 穣治先 生 著作目 録

昭
和
二

四

年
(

一

九
四

九
年
)

地

方
公
共

団
体
の

権
能
に

属
す
る

事
務

行
政
行

為
の

公
定
力

地
方

自
治
と

行
政
事
件
訴
訟

美
濃
部

達
吉
先
生

を

偲
ぶ

昭
和
〓

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

行
政
法
経
論

比
較
悪
法

行
政
法
(

慶
応
義
塾
大
学
通
信
教
育
教
材

)

基
本
的
人

権
の

実

質
と

保
障

ボ

ン

憲
法
を

中
心

と

す
る

戦
後
憲
法
の

特

色

公
法
理

論
に

お

け

る

実
体
法
と

手
続
法
の

関
連

選
挙
無
効
を

原

因
と

す
る

当
選
訴
訟
(

判
例
批
評
)

警
察
の

行
政
管
理
と

運
営
管
理

警
察
法
に

関
す
る

若
干
の

問
題

昭
和
〓

大

年
(

一

九
五

一

年
)

意
法
原
論

法
の

解
釈
と

そ

の

権
限

法
の

解
釈
と

行
政
事
件
訴
訟

警
察
法
の

改
正

と

運
営
管
理

地

方
自
治
浩
に

関
す

る

若
干
の

問
題

∽
○

ロ
e

勺
3
茫
e

ヨ
∽

○
ロ

t

F
O

C
O

ロ

邑
t

ま
ー

○

ロ

○
叫

J

P

勺
P
ロ

自
治
研
究

第
二

五

巻
第

一

号

自
治
研
究

第
二

五

巻
第
七

号

自
治
研
究

第
二

五

巻
第

一

二

号

一

橋
論
叢

第
二

二

巻
第
三

号

法
曹
時
報

自
治
研
究

民

商
法
連
詩

一

橋
論
叢

春
秋
社

中
大
出
版
社

第
二

巻
第

一

二

号

公
法
研
究

二

第
二

六

巻
第
八

号

第
二

五

巻
第
四

号

第
二

四

巻
第
四

号

警
察
学
論
集

一

〇

自
治
研
究

自
治
研
究

春
秋
社

第
二

七

巻
第
三

号

第
二

七

巻
第
八

号

警
察
研
究

第
二

二

巻
第
九
号

一

橋
論
叢

第
第
二

五

巻
六

号

A
n

ロ
巴
払

○
{

t

F
①

H
-

t

O
t

竺
F

♂

監
E

A
口

P

包
0

日
叫

く
○
-

.

-
.

当
〇
.

N

ヱβ∂

ト



一 橋論叢 第六 十五 巻 第
一

号 ( 1 5 6)

昭
和
〓

七

年
(

一

九
五
二

年
)

行
政
法
原
論

判
例
に

現
わ

れ

た

行
政
事
件
訴
訟
の

基
本
問
題

地

方
制
度
の

再
検
討

臼
-
最
近
の

改

革
案
を

中
心

と

し
て

-
(

座
談
会
)

地

方
議
会
の

組
織
と

運
営
の

再
検
討

-
最
近
の

改
革

案
を

中
心

と

し

て

-
(

座
談
会
)

選
挙
に

関
す
る

訴
訟
と

抗
告
訴
訟

地

方
住
民
の

地

位

戦
力
か

香
か

の

判
定
者
は

誰
か

一
決
学
者
は

ど

う
考
え

る
か

-

選
挙
関
係
訴
訟

前
世
紀
甫
独
憲
法
に

お

け

る

予
算
の

特
色

公
安
条
例
の

効
力

昭
和
〓

八

年
(

一

九
五

三

年
)

書
法
(

有

倍
堂
文
庫
)

地
方
制
度
改
革
の

間
圧
点
(

原
竜
之
助

等
と

共
著
)

司
法
権
に

対

す
る

行
政
権
の

独
立

主
権
論
(

討
議
報
告
)

春
秋
社

一

橋
大
学
法
学
会
編
｢

現
代
法
学
の

諸
問
題
+

勤
草
書
房

自
治
研
究

第
二

八

巻

第
一

､

二

号

自
治
研
究

第
二

八

巻
第
三

号

自
治
研
究

第
二

八

巻
第
三

号

自
治
研
究

第
二

八

巻
第

一

〇

号

世
界

七

七

一

橋
論
叢

第
二

八
巻
第
五

号

法
学
新
報

第
五

九
巻
第
九
号

警
察
学
論
集

第
五

巻
第
四

号

ヱ∂β

地

方
自
治
の

改
正
に

つ

い

て

基
本
的
人
権
と

公
共
の

福

祉

地

方
制
度
改
革
の

問
題
点

-
其
の

一

地

方
制

度
改
革
の

問
題
点

-
其
の

二

地

方
自
治
の

単
位

-
(

座
談
会
)

地

方
公
共
団
体
の

組
織

-
(

座
談
会
)

地

方
制

度
改
革
意
見

-
行
政
事
務
の

再
配
分

1

判
例
に

表
わ

れ

た

行
政
庁
の

白
由
裁
量

有
信
堂

良
書
普
及
会

公
法
研
究

八

公
法
研
究

九

地

方
自
治

六
七

判

例
時
報

第
二

号

自
治
研
究

第
二

九
巻
第

一

号

自
治
研
究

第
二

九

巻
第
二

号

自
治
研
究

第
二

九

巻
第
三

号

自
治
研
究

第
二

九

巷
第
五

号



( 1 5 7) 名 誉教 授田 上穣 治先 生 著作目 録

ト
F

F

→
F
e

ど
み
O
H

石
臼
血

訂
β
O

e

O
f

e

H
e

9
-

t
-

d

d

勺
じ

司
e

→

ど

3
-

邑
-

○

ロ

弓
-

t

F

首
d

訂
小

巴
H

石

弓
e

→

A
ロ
β

巴
払

O
f

t

オ
e

H
-

t

O
t

竺
-

♂

監
オ
ー

A
O

p

計
日
y

く
○
-

.

令
.

宅
〇
.

｢

昭
和
〓

九
年
(

一

九
五

四

年
)

基
本
的
人
権
と

公
共
の

福
祉

地

方

自
治
と

府
県
の

健
棒

-
地

方
制
度
調
査
会
の

答
申
を

め

ぐ
っ

て

H

-

警
察
事
務
と

教

育
事
務
(

座
談
会
)

社
会
的
法
治

国
の

原
理

警
察
制
度
改
正

要
綱

警
察
制
度
の

再
検
討

-
最
近
の

改
革
案
を

中
心

と

し

て

H

-

人
権
の

保
障
と

警
察
法

行
政
処
分
の

無
効
と

仮
処
分
の

申
請
(

判
例
批
評
)

警
察
法
の

改
正

に

つ

い

て

β

声
0

廿

3
0

e

宗

○
{

-

P

司

と

新
憲
法

昭
和
三

〇
年
(

一

九
五

五

年
)

行
政
法
据
輪
(

有
僧
堂
文

庫
)

意
法
要
説

基
本
的
人
権
と

公
共
の

福

祉

ボ
ン

憲
法
と

表
現
の

自
由
(

研

究
報
告
)

国
会
制
度
(

憲
法
改
正

問
題
Ⅱ
)

処
分

後
に

生
じ
た

法
律
の

廃
止

と

訴
訟
利
益
の

消
滅
(

判
例
批
評
)

地

方

議
会
の

当
事
者
能
力
(

判
例
批
評
)

憲
法
的
秩
序
と

警
察
権

法
曹
時
報

第
六

巻
第
四

号

自
治
研
究

第
三

〇
巻
第

一

号

自
治
研
究

第
三

〇
巻
第
二

号

自
治
研
究

第
三

〇
巻
第
六

号

ジ

ュ

リ

ス

ト

第
五

三

号

警
察
研
究

警
察
研
究

民
商
法

雑
誌

一

橋
論
叢

警
察
学
論

集
第
二

五

巷
第
二

号

第
二

五

巻
第
三

号

第
二

九
巻
第
五

号

第
三

一

巻
第

一

号

第
七

巻
第
三

号

有
僧
堂

白
桃
書
房

｢

一

橋
大

学
記

念
論
文
集
下
巻
+

勤
草
書
房

公
法
研
究

一

三

ジ

ュ

リ
ス

ト

第
七

四

号

民
商
法
建
議

第
三

〇

巻
第
五

号

民

商
法
鵜
誌

第
三

一

巻
第

一

号

■7

警
察
学
論
集

第
八

巻
第
八

号

〃



一 橋 論叢 第六 十 五 巻 第 一

号 ( 1 5 8)

昭
和
三

一

年
(

一

九
五

六

年
)

憲
法
概
説
(

有
信
堂
文

庫
)

ド

イ
ツ

行
政
法

田

中
二

郎
､

権
力
分
立

田

中
二

郎
､

地

方
自
治
と

地

方
財
政

1
今
後
の

地

方
財
政
の

あ

り

か

た

ー
(

座
談
会
)

行
政
庁
の

裁
量
処
分

憲
法
の

動
向
(

討
議
報
告
)

地

方
自
治
の

保
障

基
本
的
人
権

警
察
組
織
(

戦
後
法
制
の

変
遷

-
回

顧
と

展
望

-
第

一

部
変
遷
の

回

顧
)

警
察
取
締
法
規
(

戦
後
法

制
の

変
遷

-
回

顧
と

展
望

1
第

一

部
変
遷
の

回

顧
)

警
察
に

関
す
る

概
括
条
項

公
安
委
員
会
と

警
察
(

法
令
昨

今
)

人
事
院
の

行
方
(

法
令
昨
今
)

国
と

地

方
公
共
団
体
と
の

関
係

放
送
と

公
共
の

福
祉
(

法

令
咋
令
)

自
衛
隊
と

憲
法
(

法
令
昨
今
)

市
長
解
職
投
票
の

執
行
停
止
(

法
令
昨
今
)

自
由
の

濫
用
と

規
制
(

法
令
昨
今
)

新
制
大
学
の

設
置
基
準

憲
法
改
正
に

つ

い

て

憲
法

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の

地

位

有
信
堂

原
電
之
助

､

柳
瀬
艮
幹
編
｢

行
政
法
講
座
第

一

巻
+

有
斐
朗

原
電
之
助

､

柳
瀬
艮
幹
締
｢

行
政
法
講
座
第

一

巷
+

有
斐
閣

自
治
論
集
Ⅵ

｢

地

方
財
政
制
度
論
+

渡
辺
宗
太
郎
博
士

還
暦
記
念
論
文
集

｢

公
法
学
の

諸
問
題
+

公
法
研
究

一

五

自
治
時
報

第
九
巻
第
八

号

法
学
セ

､

､

､

ナ
ー

第
三

号

ジ

ュ

リ
ス

ト

第
一

〇
〇
号

ジ

ュ

リ
ス

ト

第
一

〇
〇
号

警
察
研
究

第
二

七

巻
第
六

号

時
の

法
令

第
二

〇
三

号

時
の

迭
令

第
二

〇
七

号

時
の

染
令

第
二

二
号

時
の

法

令

第
二

一

四

号

時
の

法

令

第
二

一

七

号

時
の

法

令

第
二

二

〇
号

時
の

法
令

第
二

二

三

号

時
の

法

令

第
二

二

六

号

財
政
経

済
弘
報

五

四
五

一

橋
論
叢

第
三

五

巻
第
四

号

警
察
学
論
集

第
九
巻
第
四

号

J ∂β



地

方
自
治
の

擁
護
の

理

論

昭
和
三
〓

年
(

一

九
五

七

年
)

警
察
法
の

改
正

立
法
権
の

限
界

日

本
法
哲
学
会
窮

経
済
論
叢

第
七

八

巻
第
三

号

( 1 5 9) 名誉 教授 田上 穣治先 生 著作目録

警
察
制
度
は

ど
の

よ

う
に

運
営
さ

れ

た
か

(

新
憲
法

一

〇
年
の

問
題
点
下
)

行
政
処
分
と

司
法
的
規
制

国
民
主
権
と

地

方
自
治

国
連
加
盟
と

自

衛
隊
の

地

位

昭
和
三

三

年
(

一

九
五

八

年
)

行
政
法
入

門

全
訂
行
政
法
据
論
(

有
信
堂
全
書
)

書
察
法
(

法

律
学
全
集
1 2
)

恵
法
原
論
(

改
訂
新
版
)

憲
法
改
正

手
続
(

外
国
憲
法
の

動
向
下
)

行
政
の

本
質
と

行
政
事
件
訴
訟

強
制
執
行
法
土

題

昭
和
三

四

年
(

一

九
五

九

年
)

会
期
の

延
長
と

衆
議
院
の

優
越

国
と

地

方
と

の

関
係
(

討
論
)

基
本
的
人
権

司
法
審
査

権
の

限
界

一

橋
学
会
編
｢

戦
後
法
律
体
制
の

動
向
+

同
文
館

｢

現
代
国
家
の

機
構
+

(

法
曹
学
年
報

一

九
五

六
)

有
斐
閣

ジ

ュ

リ
ス

ト

第
一

三

〇
号

一

橋
大
学
研
究
年
報
｢

法
学
研
究

こ

自
治
研
修

第
一

二

号

如
水
会
会
報

第
三

二

四

号

ジ

ュ

リ

ス

ト

宝
文
館

有
僧
堂

有
斐
閣

春
秋
社

第
一

五
五

号

一

橋
論
叢

第
三

九

巻
第
五

号

受
験
新
報

特
集

号

清
宮
四

郎
､

佐
藤
功
編
｢

憲
法

演
習
+

有
斐
閣

自
治
論
集
Ⅲ

｢

国
と

地

方
と
の

関
係
+

法
学
セ

､

､

､

ナ

ー

第
三

六

号

9

法
律
時
報

第
三

一

巻
第

一

三

号

〃

ト
r



一 橋 論叢 第 六 十 五 巻 第
一

号 ( 1 6 0)

憲
法

講
評

H

l
自
由
権
と

社
会
権
(

生

存
権
的
基
本
権
)

の

本
質
的
差
異
を

述
べ

よ

さ

憲
法
講
評

‥

日

日

-
司
法
権
の

限
界
を

論
ぜ
よ

-

政
党
本
位
の

選
挙
法

]

臣
2 .

叩
0

り

冒
E
e

日
e

計
→

甘
せ

巴
-

i

仏

且
F
e

ロ

く
e

昆
p

訟
日

日

的

受
験
新
報

第
九

巻
第
六

号

即
ィ

･▲

受
験
新
報

第
九

巻
第
七

､

八

号

選
挙

第
一

二

巻
第

一

〇
号

ロ
e

巨
岩
F
e
→

く
e

り

司
巴
t

仁
β
的
払

正
巳
t

.

せ

F

ご
ー

⊥
-

昭
和
三

五

年
(

一

九
六

〇
年
)

市
民
的
自
由
と

公
共
の

福
祉

意
法

･

行
政
法
判

例
及
び

自
由
課
題

(

シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

)

行
政
権
(

憲
法
講
義
9
)

二

つ

に

割
れ

た

政
治
の

中
で

(

座
談
会
)

憲
法
二

題

1
選
挙
制
度
が

議

院
内
閣
制
に

及
ぼ

す
影
響

､

条
約
に

関
す
る

司
法

審
査

権
の

限
界

1

公
共
の

福
祉
と

比

例
原
則

新
安
保
条
約
の

妥
当
性
に

つ

い

て

(

特
集
)

-
安
保
条
約
は

憲
法
に

違
反
し

な
い

-

国
会
の

条
約
修
正

権
に

つ

い

て

道
交
法
改
正

と

基
本
的
人

権

広
域
大
災
害
と

非
常
法
制
(

法
令
昨
今
)

司
法
審
査
権
の

限
界
(

法
令

昨
今
)

■
計
画
行
政
と

公
共
の

福
祉
(

法
令
昨
今
)

西
ド

イ

ツ

に

お

け
る

法
学
教
育
に

つ

い

て

民
主
政
と

議
会
政
治

昭
和
三

大

年
(

一

九
六

一

年
)

,

注
解
自

治
六

法
(

一

九
六

一

年
版
)

(

俵
静
夫
氏
等
と

と

も
に

監
修
)

全
訂
悪
法
概
説

一

橋
学
会
編
｢

市
民
社
会
と

法
律
+

春

秋
社

公
法
研
究

二

二

法
学
セ

ミ

ナ
ー

第
五

七

号

法
律
時
報

第
三

二

巻
第

一

一

号

受
験
新
報

第
一

〇
巻
第
三

号

ジ

ュ

リ

ス

ト

経
済
往
来

第
一

日

本
及
日

本
人

第
一

時
の

法
令

時
の

法
令

時
の

法
令

時
の

法
令

第
二
r
〇
八

号

二

巻
第
二

号

一

巻
第
三

号

第
三

四
三

号

第
三

四

八

号

第
三

五

七

号

第
三

七
三

号

大
学
資
料

一

五

加
水
会
会
報

第
三

六

七

号

東
京
法
令
出
版
社

有
膚
堂



ト

(1 6 1) 名 誉教 授 田上 穣治先 生 著作 目録

公
共
の

福
祉
に

関
す
る

憲
法
調
査

会
の

論
議

公
共
用
地
の

取
得
に

関
す
る

特
別
措
置
法

財
政
に

関
す
る

憲
法
上
の

原
則
(

憲
法
5
)

攻
防
法
案
の

国
会
に

お

け

る

参
考
人

等
の

意
見

政
治
的
暴
力
と

治
安
立
法

法
学
律
の

新
し
い

問
題
点

憲
法
(

特
集
)

-
土

地

収
用
法
の

特
例

-

基
本
権
の

保
障

昭
和
三

七

年
(

一

九
六
二

年
)

放
送
法
の

改
正

と

民

間
放
送

法

令
の

公
布

反

射
的
利
益

放
送
局
の

免
許
と

電
波
法
規

主
権
の

概
念

法
適
合
性
の

認
識

ジ
ュ

リ
ス

ト

ジ

ュ

リ

ス

ト

法
曹
時
報

第
一

三

巻
第

一

二

号

行
政
と

経
営

三

別

冊
ジ

ュ

リ
ス

ト

｢

法
学
教
室
+

法
律
時
報

資
料
版
九

自
由

二
一

綜
合
法
学

第
三

〇
号

一

橋
論
叢

第
四

五

巻
第
三

号

行
政
と

経
営

二

第
二

四
八

号
ノ

二

｢

行
政
判

例
官
選
+

第
二

四
八

号
ノ

二

｢

行
政
判

例
官
選
+

経
済
法

五

一

橋
大
学
研
究
年
報

｢

法
学
研
究
四
+

自
治
研
修

四
二

昭
和
三

八

年
(

一

九
六

三

年
)

行
政
法
総
論
(

改
訂
版
)

乗
法
撮
要

棄
法
事
説
(

新
版
)

ハ

ン

ス
･

シ

ュ

ナ

イ

ダ
ー

著
民
主
的
法
治
国
家
に

お
い

て

裁
判
に

な
じ

ま
な
い

高
権
行
為
(

山
内
敏
弘
氏
と

と

も
に

翻
訳
)

有
信
堂

有
僧
堂

白
桃
書
房

特
別
区
長
解

職
賛
香

投
票
の

無
効
と

新
区

長
選
任
行
為
と

の

関
係

宗
教
に

関
す
る

憲
法
上
の

原
則

憲
法
調
査
会
事
務
局
(

憲
法
調
査
会
資
料

司
法

第
七

号
)

田

中
二

郎
､

雄
川

一

郎
編
｢

行
政
法
演

習
+

有

斐
閣

一

⊥

｢

患
法
講
座
Ⅱ
+

有
斐
閻

乃



一 橋論 叢 第六 十 五 巻 第
一

号 ( 1 6 2)

実
質
的
意
義
の

法

律

警
察
官
の

職
務
質
問

美
濃
部
達
吉
先
生
の

憲
法
学

昭
和
三

九
年
(

一

九
六

四

年
)

行
政
行
為
の

公
定
力

長
と

議
会
と

の

関
係
を

め

ぐ
っ

て

(

討
論
)

長
と

他
の

執
行
機
関
と

の

関
係
を

め

ぐ
っ

て

(

討
論
)

憲
法
(

一

)

～

(

一

二
)

(

研
修
講
座
)

広
域
行
政
と

事
務
配
分

昭
和
四

〇

年
(

一

九
六

五

年
)

棄
法
の

論
点
(

法
学
論
点

叢
書
)

(

編
著
)

主

権
の

概
念
と

防
衛
の

問
題

行
政
強
制
に

つ

い

て

比

例
代
表
制

口

監

F
e

已
-

的
e

吋

3
E
e

日

中
O
∽

.
宅
p

E
∽

y

賢
e

m
s

F
l

p

勺
巴
-

昭
和
四

一

年
(

一

九
六

六

年
)

行
政
作
用
法
に

お

け

る

比
例
原
則

声
e
O

F
t

芸
t

p

邑

仁
ロ

8

ロ
e

ヨ
○

吋
→
p

江
e

-

m

m
O
( .

訂
3
日

】

a

官
口

昭
和
四
二

年
(

一

九
六

七

年
)

行
政
法

上
(

市
原

昌
三

郎
氏
と

共
著
)

｢

清

官
四

郎
博
士
退
職
記
念
論
文
集
+

有
斐
閣

館
一
,

⊥

ジ
ュ

リ

ス

ト

第
二

七

六

号
の

二

｢

憲
法
判
例
百

選
+

一

橋
論
叢

第
四

九
巻
第
四

号

｢

行
政
法
講
座
Ⅱ

行
政
法
の

基
礎
理

論
+

有
斐
閣

自
治
論
集
2 1

｢

自
治

運
営
論
+

自
給
論
集
2 1

｢

自
治
運
営
論
+

研
修

一

九
〇
～

一

一

〇
一

時
の

法
令

第
四

八

四
､

四

八

五

号

法

学
書
院

宮
沢
俊
義
先
生

還

暦
記
念
｢

日

本
国
憲
法
体
系
第
二

巻

経
論
Ⅱ
+

有

斐
閣

公

法
研
究

二

七

行
政
と

経
営

二

〇

拝
i

什

O
t

仏

口

訂
町

E
l

O

声
門
ロ

巴

○
什

J
p

司

P

n

P

吋
○
-
】

巨
c

s

召
-

.

ヰ

｢

行
政
作
用
+

(

行
政
法
講
座
六
)

有
斐
閣

ロ
ー

e

一

日
O
P
e

→

ロ
e

ロ
e
-

ロ
○

打
→

邑
サ
0

[

ロ
む

ー

F
→

声
e
O

F
t

山

戸
-

H

法
学
書
院



下
親
裁
判
所
の

特

異
な

傾
向

地

方
白
漁
法

施
行
二

〇
年
の

歩
み

(

座
談
会
)

地

方
白
治
の

本
旨

ロ
e

→

宮
笥

-

柏

倉
∽

G
e

邑
N

e

S

i

ロ

計

こ
名
賀

-

旨
F
e

ロ

く
e

昆
民
芸
口

内

昭
和
四

三

年
(

一

九
六

八

年
)

行

改
法
撮
要

体
系
憲
法
事
典
(

編
著
)

経
済
往
来

第
一

九
巻
第

一

〇
号

都
道
府
県
展
望

一

〇
九

一

橋
論
叢

第
五

八

巻
第
三

号

G
e

已
r

O

F
t

日
-

∽

旨
F

ユ
f

t

拭
P
n
∽

勺
e

訂
→

白
桃
書
房

青
林
書
院
新
社

宅
地

買
収
計
画
を

取
り

消
す

旨
の

異
議
決
定
が

確
定
し

た

場
合
と

当
該
買
収
の

申
請
に

基
づ

き

再
度
樹
立
さ

れ

た

宅
地

買
収
計
画
の

効
力

( 1 63) 名 誉教授田 上穣 治先 生著作 目録

特
別
徴
収
制
度
の

合
憲
性

法
定
協
議
の

性
蒋

良
心

の

自
由
と

謝
罪
広
告
の

強
制

国
鉄
財
政
の

危
機
と

国
鉄
法

昭
和
四

四

年
(

一

九
六

九
年
)

基
本
権
の

意
味
の

変
遷

昭
和
四

五

年
(

一

九
七

〇

年
)

選
挙
制
反
故
革
の

意
義

判
例
時
報

第
五

一

九

号

別
冊
ジ

ュ

リ

ス

ト

｢

租
税
判
例
百

選
+

別

冊
ジ

ュ

リ
ス

ト

｢

土
地

収

用
判

例
百
選

+

別
冊
ジ

ュ

リ

ス

ト

｢

憲
法
判
例
百

選
+

運
輸
と

経
済

第
二

八

巻
第
二

号

一

橋
論
叢

第
六
二

巻
第
四

号

如
水
会
会
報

四

八
三

(

杉
原

泰
雄
)

J β3




